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well-being
well-being（ウェルビーイング）：幸福、健康で満たされた状態

通信

安心をすべての人に届けたい

近隣と比較しても突出して多かった北本市
の待機児童（令和６年度は県内で２番目）

北本市は人口減少が続いている一方、子育
て世代の転入者の増加や共働き世代の増加を
背景に、保育所や学童保育室の利用者が増加
しています。
保育所の待機児童数は令和６年４月１日時
点で３２人。県内では白岡市の３６人に次いで
多くなっていました。近隣では、桶川市、鴻巣市
ともに待機児童は発生しておらず、北本市だけ
が突出して多い状況でした。

保育士の確保も大きな課題
市内新規就労保育士に奨励金を交付

待機児童を解消するためには、保育施設の
床面積を増やすことの他に、保育士の数を増や
さなければなりません。特に０～２歳児は１人の
保育士が担当できる子どもの数が少ないため、
多くの保育士が必要となります。
私は議会の一般質問において、松戸市や江
戸川区の事例を紹介し、保育士に直接支援を
する市独自の補助制度の創設を求めました。
北本市では保育士を確保するため、市内の
保育施設に保育士等として新規に就労する方
に２０万円の奨励金を交付する事業を令和５年
度途中から開始しました。令和５年度は実績が
なかったものの、令和６年度には７施設から１４
人分の申請があり、保育士の確保につながった
ものと思います。

幼稚園の認定こども園への移行と小規模
保育施設の新設により待機児童が解消

令和６年度の年齢別の待機児童数を見ると
１歳児が２１人、２歳児が１１人と、保育士の配
置基準（子ども１人当たりの保育士数）が厳し
い低年齢に集中していました。
北本市では待機児童の解消を図るため、２歳
児までの保育を行う小規模保育施設（定員１９
人以内）の誘致を進めました。令和５年度に保
育室びおもす、令和６年１２月にさくら保育園、
令和７年４月につぼみの詩保育園と３つの施設
が開園しました。さらに幼稚園が認定こども園
に移行して３歳児未満の受入れを開始したこと
も定員の増加につながりました。
０～２歳児の利用児童数は、令和５年度まで
は３６０人台でしたが、令和７年度には０～２歳
児の定員を４６７人に増加させることができまし
た。これにより待機児童も解消されました。

年度
利用児童数（０～２歳児） 待機

児童数公立 私立 合計

R３ １１１ ２４９ ３６０ ５

R４ ９９ ２６２ ３６１ ２３

R５ ９３ ２７５ ３６８ ３３

R６ ９９ ２９２ ３９１ ３２

R７ １１７ ３０２ ４６７ ０ 利用児童数の増加で膨らむ経費
児童施設運営費は７年でほぼ倍増

保育施設の利用児童数の増加に伴い経費も
大きく増加しています。民間保育施設の整備や
運営に要する経費である【児童施設運営費】は
令和になってから７年間でほぼ倍増しました。令
和７年度当初予算額は約２０．５億円（一般会
計全体の７．３％）です。なお、このうち約１５．２
億円は国及び県が負担します。
人口の増加、特に子どもの増加は、財政面か
ら見れば支出が増えることになります。ふるさと
納税制度は「生まれ育ったふるさとに税制で貢
献する制度」として設計されましたが、実際には
返礼品を目当てにした節税制度になってしまっ
ています。

区分 決算・予算額

Ｒ元決算額 約１０．６億円

Ｒ５決算額 約１５．４億円

Ｒ６最終予算額 約１７．６億円

Ｒ７当初予算額 約２０．５億円

大人になって
からも、北本市
に住み続けても
らうような施策
が必要です。

児童施設運営費の推移
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中丸第二学童保育室が令和７年４月に供用
開始となりました。中丸学童保育室では混雑が
顕著だったことから、中丸小学校の空き教室を
活用して保育を行っていましたが、学童保育室
から遠いことや調理場が独立していないことな
ど、運営面で大きな支障が生じていました。
そこで、中丸小に隣接する商工会駐車場の
一部に新たな学童保育室を建設することを決
定。昨年１２月末にようやく施工業者が決定し、
急ピッチで建設が進められ、令和７年４月から
の供用開始に何とか間に合いました。落札業者
は北本建設株式会社で落札金額は５９８０万円
でした。

学童保育室の利用児童数は増加の一途
民設学童の利用者数も大幅に増加

小学校の児童数は減少傾向にありますが、
学童保育室の利用児童数は増加傾向にありま
す（上グラフ）。学童保育室は混雑が酷く、増
設・増床による混雑緩和は喫緊の課題です。
市では学童保育室の混雑緩和を図るため、
令和４年４月から民設放課後児童クラブを西小
学区と南小学区に設置しました。しかし、学校か
ら離れていることもあり利用者が数人という状
態で、学童保育室の混雑解消にはつながりま
せんでした。
そこで令和５年１１月から民設クラブ利用者
に対する補助制度を創設し、利用料金を月額２
千円（本来は８千円）にまで引き下げました。さ
らに令和６年度から学童保育室の入室基準を
厳格化したことで、学童保育室を利用できない
人が民設クラブを利用するようなりました。これ
らの取組により、令和７年度当初の民設クラブ
利用児童数は３８人にまで増加しました。
なお、南学童保育室では混雑緩和を図るた
め一部の児童を石戸第二学童（旧栄学童）に
専用バスで移動して保育を行っています。
このように様々な方法で混雑緩和を図ってい
ますが、利用児童数は増え続け、多くの学童保
育室において混雑した状態が続いています。老
朽化している学童保育室もあることから、引き続
き放課後の子どもたちの生活環境の改善を求
めてまいります。

図面で見た時には少し狭いかなと心配して
いましたが、実際に入ってみると中は広く感じま
した。キッチンが独立しており、トイレも３つあり
十分です。小さいながらも静養室が設置されて
おり、気持ちを落ち着かせることができます。駐
車場は商工会等と共用です。新たに舗装されま
したが、入口は狭く、送迎時は混雑しそうです。
譲り合って利用していただければ幸いです。

668 653 692 725 792 823 865

2,847
2,726 2,662 2,588 2,601 2,560

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

小学校児童数

学童保育室利用児童数

ＳＮＳでも情報を発信しています！
Xアカウント

@sakuraikitamoto


	スライド 1
	スライド 2

